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The psychological intervention effects continual 
watching the motivational video 

- An application to female junior high school student badminton players一

Masayuki Yamazaki 1)， Y oshio Sugiyama 2) 
Masahiko Murakami 1) and Wakaki U chida 3) 

Abstract 

The purpose of this study is to investigate the intervention effect of psychological skills training involv-

ing the use of a “motivational video". Thirty-three subjects from two junior high school badminton club 

participated in one-month psychological skills training involving the use of a motivational video for one 

month. The motivational video was edited such that errors or poor performance did not feature on the tapes 

(Dowrick 1999). Participants were classified into two groups: the experimental group (n=22) and control 

group (n=ll). The participants in the experimental group watched the motivational video during every 

training session. In addition， the videotape or CD-R was distributed to them so that they could watch the 

video at home， even when the training session was not in progress. No intervention was provided to the 

control group. To analyze the data， 2 x 4 (group x time) ANOV As were performed. The results showed 

no significant effects for any factors. However， according to the content of an introspective report， the play-

ers who improve or maintain each factor score have their own and clearer aims with regard to practice con-

tent and are aware of the positive aspects of their performance. This study suggests that it is effective to 

make motivational videos for individual players. 

Key words: junior high school student badminton players， psychological skills training， self-modeling 
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緒 雷

欧米諸国では、高いパフォーマンスを引き出すための

心理的スキルトレーニングが普及している (Thelwell& 
Greenless， 2003; Thelwell & Maynard， 2003; George 

& George， 2004)。一方、わが国における競技スポーツ

では、技術練習や体力トレーニングが重視され、心理的

スキルトレーニングは軽視されがちである。しかし、

「心・技・体jといわれるように、競技力は技術、体力、

心理的スキルの3つの要素がバランスよく機能すること

により発揮されることから、わが国においても、心理的

スキルトレーニングを取り入れることの重要性が指摘さ

れている(中込、 1995;猪俣、 2001;北村、 2001)0心

理的スキルトレーニングを行うことは、競技選手として

の総合力を高めることができ、中学・高校生という世代

から競技レベルに関係なく心理的スキルトレーニングを

導入することで、その後の競技生活において飛躍の可能

性を広げられると考えられる(北村、 2001)。しかし、

心理的スキルトレーニングを行っている例はトップアス

リートが多く(遠藤、 2000)、一般の中学・高校生の競

技選手に適用された例は少ない。

一方、競技スポーツでは、自分の実力を最大限に発揮

し、パフォーマンスを高めるための最適な動機づけが必

要であり、いかにして動機づけを調整するかがスポーツ

心理学の研究において注目されてきた(杉原、 2001)。

近年、その一手段として、「動機づけビデオJが注目さ
れている or動機づけビデオJとは、自分の良いプレイ
を集めたビデオのことであり、これを視聴することによっ

て試合前に、一時的に最適な動機づけに調整する試みが

なされている。たとえば、永尾 (2003)は従来の心理的

スキルトレーニング技法の他に映像や音楽を使用して

「動機づけビデオJを作成し、動機づけ向上を目的とし
た研究を報告している。そして、大学サッカ一部におい

て「動機づけビデオJを視聴させた試合は 7試合中で6
勝l敗、視聴させていない試合は5試合中で2勝2敗l

分であったことから、「動機づけビデオJが効果的であっ
たと指摘している。

この「動機づけビデオJの基礎となる理論は、 Dowrick
(1999)の定義したself-modelingである。 self-modeling

理論は、障害児教育や臨床心理学領域の研究の中で数多

く使用されてきた (Hitchcock，Dowrick， & Prater， 

2003) 0 Self-modelingは自身のイメージをビデオ上で

観察する介入方法である。つまり、自身の行動をピデオ

に撮影し、 2-4分の短い映像に編集したものを、繰り

返し視聴する方法が一般的である(Dowrick，1991)。こ

の心理的効果としては、動機づけや自己効力感の変容が

報告されている (Dowrick，1999) 0これらの心理的変

数の向上に伴って適応行動の獲得またはスキルの習得が

指摘されているo

1990年代以降、スポーツ心理学領域においても self-

modeling理論を用いた研究が見受けられるようになり、

self -modelingは動機づけや自己効力感の変容をもたら

し、さらにはパフォーマンスの改善をもたらすことが報

告されている (Halliwell，1990; Frank & Maile， 1991; 

Mary & Douglas， 1993; Ram & McCullagh， 2003)。

Dowrick (1991)は、競技スポーツにおける self-

modelingをpositi ve self review ベストパフォーマ

ンスからミスした部分を取り除いた、最も調整された映

像を見ること)と feedforward(すでに獲得しているス

キルを再構成して、まだ獲得していない新たなスキルを

創り出す)の2つに分類している。前者はオープンスキ

ル系の競技に適用でき、後者はクローズドスキル系の競

技に適用できる。たとえば、オープンスキル系の競技で

は、選手の良いプレイのみを繰り返し観察することに適

用できる。このように、 self-modelingはスポーツ心理

学領域でも十分に適用可能な理論であると考えられるo

Ives， Straub， & Shelly (2002)は、競技力向上に向

けた心理的サポートにおける「動機づけビデオ」の活用

法についてレビューしている。その中で、ビデオ映像が、

選手やチームの動機づけを高めるために有効であると指

摘している。その lつの手段として、 lシーズンの試合

を編集してまとめた「ハイライトビデオ」が、選手の動

機づけに利用されていることを紹介している。特に、よ

いプレイを集めたビデオは、“positiveself review"の

機能を果たしていると考えられ、選手個人やチーム全体

の動機づけを高める効果が期待される (Dowrick，1991)。

しかし、これまでのところ、心理的スキルトレーニング

の一環として競技力向上を目指した「動機づけビデオJ
の有効性を検討している研究はほとんど行われていなしh

この「動機づけビデオjを用いた研究における問題点

は、動機づけの強度を測定する尺度が少ないことである。

これまでのスポーツに関する動機づけを測定する尺度と

しては、西国・猪俣(1981)の「スポーツ達成動機テス

ト (AchievementMotives Test in Sports; AMTS) J 
や永尾 (2003)の「試合におけるモチベーションに関す

る調査Jなどが挙げられるo しかし、 AMTSは54項目、
「試合におけるモチベーションに関する調査Jは47項目
と項目数が非常に多い。そのため、動機づけの強度を測

定するのには時間がかかり、選手の負担を軽減するため

にも、より簡便な尺度を作成する必要がある。

以上のことから、本研究では、バドミントンのチーム

に対する「動機づけビデオjを継続して視聴させること
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表1 中学生版スポーツ動機づけ尺度の各項目の因子負荷量と各因子のα係数

因子名 項 目 やる気 自信 競技不安

Q2 私はファイトが十分である .69 

やる気
Q3 私は大きな試合になればなるほどやる気がでる .82 

Q5 私は相手が強いほどやる気がでる .73 

Q7 私は勝利に対する気持ちが強い .63 

Q21 私は自分の能力に自信を持っている .79 

自信
Q23 私はどんな場面でも自分のプレイができる自信がある .86 

Q24 私は自分の技術を全て出すことができる .77 

Q33 私は技術については自信がある .70 

Q38 私は失敗することがこわい .74 

競技不安
Q39 私は試合中に失敗するのではないかという不安がある .80 

Q40 私は前の失敗を思い出して不安になる

Q45 私は失敗したらどうしようと思う

α係数

による心理的スキルトレーニングの介入効果を検証する

目的から、研究 Iでは、「動機づけビデオJの心理的側
面の測定をするために、永尾 (2003)の「試合における

モチベーションに関する調査Jを簡略化し、中学生版ス

ポーツ動機づけ尺度を作成した。研究Eでは、中学生女

子バドミントン選手を対象に、「動機づけビデオjの継

続的に視聴させる効果を測定するために、研究Iで作成

した中学生版動機づけ尺度の測定を行った。

研究 I 中学生版スポーツ動機づけ尺度の作成

目的

研究Iでは「動機づけビデオJの効果を測定するため
に、永尾 (2003)の「試合におけるモチベーションに関

する調査jを簡略化し、中学生版スポーツ動機づけ尺度

の作成を目的とした。また、中学生版スポーツ動機づけ

尺度の信頼性および妥当性についても検証を行った。

方法

1 .調査対象者

東京都H市内の運動部所属の中学生225名(平均年齢

13.5歳、 SD土0.91)を分析対象とした。調査時期は2003

年11月一12月であった。なお、すべての調査は、運動部

活動の時間の一部を利用して強制速度法にて集団実施さ

れた。

2.心理学的測定尺度

永尾 (2003)によって作成された「試合におけるモチ

ベーションに関する調査jは、「やる気(19項目)Jr自
信(15項目)Jr決断 (4項目)Jr競技不安(9項目)J
を含む競技選手にとって重要な心理状態を測定する 4因

子47項目で構成されているo この質問紙を中学生でも解

釈が可能な言葉に改変した。改変にあたっては、中学生

.70 

.81 

.81 .86 .84 

表2 中学生版スポーツ動機づけ尺度の因子間相関

やる気

自信

自信

.66・
競技不安

.-42・

.-35・
.p<.05 

の競技選手に解釈の難しい「決断」因子および因子負荷

量が.40以下の16項目を削除した。「やる気Jr自信Jr競
技不安Jの31項目で質問紙を構成し、中学生のスポーツ
動機づけに関する調査とした。回答形式は「まったくそ

う思わないj一「まったくそう思うJの5件法であった。
なお、永尾 (2003)の尺度の簡使化については著者から

の同意を得ているo

結果

1 .中学生のスポーツ動機づけに関する調査の探索的

因子分析

「中学生のスポーツ動機づけに関する調査J31項目に
おいて最尤法プロマックス回転による因子分析を行った。

その結果、永尾 (2003)の尺度と同様の因子構造が得ら

れた。次に、項目分析によって、各項目と各因子得点で

相関の高かった上位4項目を精選した。簡便な尺度とし

てのl因子あたりの最適な項目数は4項目 (Jackson& 
Marsh， 1996)と指摘されていることから、 4項目を精

選した。項目分析で得られた12項目で再度、最尤法プロ

マックス回転による因子分析を行った結果、 3因子を抽

出し中学生版スポーツ動機づけ尺度とした(詳細は表l

参照)。永尾 (2003)の尺度は、項目が非常に多く、中

学生にとって意味が解釈し難い項目が多かったのに比べ、

研究Iで作成された中学生版スポーツ動機づけ尺度は、
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.-27 

GFI =.95 

AGFI =.93 

CFI =.98 

RMSEA =.04 

図1 中学生版スポーツ動機づけ尺度の検証的因子分析の結果

Note. 

項目数が12項目と少ないだけでなく、中学生にとっても

負担が少ないと思われるので、スポーツ場面での動機づ

けを簡便に測定できる尺度と考えられる。各因子関相関

は、「やる気」と「自信」でr=.66、「自信Jと「競技
不安Jでr=一.35、「やる気jと「競技不安Jでr=一.42
の値を示した(表2)。

「やる気Jと「自信」は、自分の気持ちゃ能力に対し
てポジテイプであることからも高い正の相関が得られた。

一方、「やる気Jr自信Jと「競技不安Jは対立するもの
であり、「競技不安jはどちらの因子とも負の相関が得

られたo また、各因子のα係数は、「やる気jでα=.81、

「自信Jでα=.86、「競技不安Jでα=.84と尺度の信頼
性は十分な値を示した。

2.中学生版スポーツ動機づけ尺度の検証的因子分析

探索的因子分析で得られた因子モデルの構成概念妥当

性を検討するために、検証的因子分析を行った。適合度

指標は、 GFI(the goodness of fit index)、AGFI(ad-

justed goodness of fit index)、CFI(comparatative fit 

index)、およびRMSEA(root mean square error of 

approximation)を用いた。モデルが適合するためには、

GFIおよびCFIは1に近いほど良いモデルと判断し、

.90以上であることが1つの目安になっている(豊田、

1992) 0 AGFIはGFI同様にOから lまでの値をとるo

lの場合にはモデルが完全に適合していることを意味す

るo GFIと比較して AGFIが著しく低下する場合は、

あまり好ましいモデルとは判断できない(豊田、 1992)。

RMSEAは、モデルの複雑さによる見かけ上の適合度

の上昇を調整する適合度指標の lつで、 .08以下であれ

ば適合度が高く、 .10以上であればそのモデルを採択す

e=誤差変数

べきではないとされている(山本・小野寺、 2005)。検

証的因子分析の結果、適合度指標はGFI=.95、AGFI=

.93、CFI=.98、RMSEA=.04を示しており、すべての

適合度指標は十分な値を示した。また、すべての標準偏

回帰係数で有意な値を示した。つまり、構成概念妥当性

が確認されたと考えられる(図 1) 0 

考察

研究Iでは、バドミントンのチームに対する「動機づ

けビデオ」を継続して視聴させることによる心理的スキ

ルトレーニングの介入効果を検証する目的から、簡便に

「動機づけビデオjの効果を測定できる尺度を作成し、

信頼性・妥当性を検討することであった。尺度に含まれ

る項目が多くなると、調査対象者に対して負担が大きく

なり、データに偏重が生じる可能性がある(岡安・片柳・

嶋田・久保・坂野 1993)と指摘されている。また、信

頼性を示す α係数は項目数によって影響を受けるため、

各因子は等しい項目数が望ましいとの指摘もある

(Peter， Andrew， Helen， & Lee， 1999) 0 研究Iで得ら
れた中学生版スポーツ動機づけ尺度は、これらの条件を

すべて満たしていることから、簡便に中学生の「動機づ

けビデオjの効果を測定する尺度として有効性が高いと

考えられる。

研究E 継続的な「動機づけビデオ」視聴による

介入効果の検証

目的

スポーツ心理学領域のself-modeling理論を用いた研

究では、動機づけ、自己効力感、およびパフォーマンス
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12月5日 12月12日 12月14日 12月19日 12月23日 12月29日 l月4日

プレテスト l回目 2回目
ポストテスト

実験開始 測定 測定
実験群

ビデオl ビデオ2 ビデオ3

ビデオは4分間 ビデオは3分間 ビデオは5分間

統制群 プレテスト
l回目

測定

，. 
2回目

測定

.‘ 
ポストテスト

図2 実験プロトコル

Note. ビデオ 1はシングルスのビデオ

ビデオ2はダプルスのビデオ

ビデオ3はシングルス・ダプルスの両方のビデオ

の改善・向上といった効果が検証されている (Halliwell，

1990; Maile， 1991; Mary et al.， 1993;永尾， 2003; Ram 

et al.， 2003)。しかしながら、これらの研究対象は、プ

ロスポーツ選手または大学生であり、中学・高校生を対

象とした研究やビデオを視聴させている研究はない。加

えて、継続的にビデオを視聴させている研究もない。研

究Eでは、 self-modeling理論や先行研究に準拠し、女

子中学生バドミントンチームを対象に、「動機づけビデ

オJを継続的に視聴させることによる介入効果の検証を
目的とした。

方法

1 .調査対象者

東京都内のH市A女子中学生バドミントン選手26名

中すべてのデータに欠損のない22名(平均年齢13.2歳±

0.73) を実験群、東京都内 B女子中学生バドミントン

選手18名中すべてのデータに欠損のない11名(平均年齢

13.1歳:f:0.70)を統制群として分析を行った。すべての

調査対象者は、中学生になってからバドミントンを始め

ており、技術レベルに差がないことは複数のバドミント

ン経験者とコンセンサスが得られている。なお、すべて

の調査は運動部活動の練習の一部を利用して集団実施さ

れた。

2.中学生版スポーツ動機づけ尺度

継続的に「動機づけビデオjを視聴させることによる

心理的効果を測定するために、中学生版スポーツ動機づ

け尺度を用いた。可能な得点の範囲はそれぞれの因子に

おいて4-20点であり、「やる気Jr自信Jは得点が高い
ほど、「競技不安Jは得点が低いほど好ましい心理状態
であるとみなされるo また、選手が練習のない時の「動

機づけビデオjの視聴状況および「動機づけビデオJ視
聴に対する内省報告を記入させた。

3 .実験プロトコル

「動機づけビデオjは、選手自身のプレイを撮影し

(SONY Handy cam PC300K使用)、チーム全体でビ

デオを 3本作成した。 1、2本目は ImageMixer 1.5 f or 

Sony、3本目は ULEADMedia Studio Pro7 Advanc-

ing the Art of Digital Videoを使用した。永尾 (2003)

の研究を参考に、より動機づけを向上させるようなビデ

オにするため、すべての「動機づけビデオJに、プレイ
の映像に加えてアップテンポの音楽を挿入した。ビデオ

1はシングルスの映像、ビデオ 2はダブルスの映像、ビ

デオ3はシングルス・ダブルスの映像を合わせて作製し

た。この3種類の「動機づけビデオJは、現場での選手
の要望をもとに作製したものであるo実験群に対して、

2003年12月5日一2004年1月4日の期間に、心理的スキ

ルトレーニングの一環として「動機づけビデオJ視聴に
よる実験を行った(図2参照)0r動機づけビデオ」の視
聴は練習開始前の5分間に行った。 3本のビデオは、実

験開始時、 トレーニング1週目、トレーニング2週目に

それぞれ新規に作製したものを視聴させた。ビデオは、

部活動の練習時は体育館でノートパソコン (NEC

Lavie LL550j5)および体育教官室のビデオを用いて視

聴させた。練習のない時は、学校のコンピュータールー

ムを使用して視聴させた。また、学校も部活動の練習も

ないときのために CD-Rもしくはビデオテープを被験

者に配布した。

4.統計処理

中学生版スポーツ動機づけ尺度の3つの因子における

「動機づけビデオJの介入効果を検討するために、群(2)
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X時間(4)の二元配置分散分析を行った。

結果および考察

中学生版スポーツ動機づけ尺度の各因子を従属変数と

し、群(2)x時間(4)の二元配置分散分析を行った結果、
各因子に有意差はみられなかった(図3)0その原因と

して、以下のことが考えられる。

本研究では、「動機づけビデオJによる介入をチーム

全体に対して行ったo そのため、選手全員の前で自身の
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図3 中学生版スポーツ動機づけ尺度の各因子得点の
時系列変化

Note. 

各因子とも交互作用・主効果なし (p>.05) 

やる気主効果F(3.29)=.558 交互作用F(3.29)=2.546 
自 信主効果F(3.29)=2.479 交互作用F(3.29)=1.368 
競技不安主効果F(3.29)=.355 交互作用F(3.29)=1.411 

プレイを視聴されることに強い抵抗感があり、「動機づ

けビデオjの視聴をためらう選手がいた。対象者ごとに

lつの編集ビデオを作製することで動機づけの向上が得

られるかもしれない。また、先行研究では、サッカーと

いったチーム競技に対して、チームの「動機づけビデオJ
を作製することで効果的であった。しかし、本研究はバ

ドミントンといった個人競技スポーツにも関わらず、チー

ムの「動機づけビデオjを作製したことも動機づけの向

上につながらなかった可能性として考えられる。競技種

目によって「動機づけビデオJの作製方法を変える必要
性を示唆している。さらに、実践現場での限界に関わる

こととして、介入期間中に試合がなく、「動機づけピデ

表3 「動機づけビデオ」によるプレテストと
ポストテストの各因子の個人的変化

実験群 上昇群 安定群 下降群 対象数

やる気 8 6 8 22 

自信 8 7 7 22 

不安 8 8 6 22 

統制群 上昇群 安定群 下降群 対象数

やる気 3 6 2 11 

自信 8 2 11 

不安 5 2 4 11 

Note. 
1.上昇群はポストテストの値がプレテスト値+2点以上
2.安定群はポストテストの値がプレテスト値土 1以内
3.下降群はポストテストの値がプレテスト値一2点以下

表4 実験日記(内省報告)による実験効果の違いに対する内容

動機づけ向上もしくは維持した選手 動機づけが低下した選手

先輩の動きを参考にして練習する 悪いところを直せていない

スマ7シュを考えてから打つことを目標にする 朝練をさぼってしまった

新しい技荷を練習(試合)で活かしたい l年生が映っていないと思った 練習に対する

やる気
力の入れ方がわかるようになりたい

目標設定
練習中に飽きが生じた 消極的な態度

気がついたことを思い出して練習(試合)に臨む 練習中にたくさんおしゃべり

コートの中をたくさん動こうと思った をしてしまった

きれいなフォームを目指して練習したい

うまくなりたいと目標を持った

スマッシュがきれいに打てた フォームが悪い

何回も椋習してたら動き方がわかってきた スマッシュが弱い

ヘアピンはできる限り追いかけ、とれた シャトルが奥まで飛ばない 自分のプレイ

プッシュは結構決まった 自分のプレイ 動き方が悪い に対するポジ

テイプ面への

自信
ドライプがネットぎりぎりに打てた に対するポジ コースを狙えていない

気づき
練習が楽になってきた ティプ面への 上手にできなかった

フォームが少し直った気がする 気づき もったいないミスが多かった

試合で4回戦まで行けた

あきらめないことが大切だと思った

だいぶ上手くなったと，思った

…町人に仕手だね::1 
}[;…| と言われて嬉しかった ポジテイプな 試合に勝てるか不安だった

不安
こ |情動 | 自分の姿が恥ずかしい

楽しみになってきた
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オJを編集するために、実験群の部活動の練習を撮影し
た。そのため、試合のような緊迫感・必死さは薄く、そ

れを視聴した選手の心理的な変化が生じなかった可能性

がある。実際の試合をビデオで撮影し、「動機づけビデ

オjを作製・視聴させることで効果がある(永尾、

2003)ことからも、実際の試合場面を用いることで動機

づけの向上を得られると考えられる。加えて、パフォー

マンス面に関しては、介入期間に試合がなかったこと、

時間的制限から評価することができなかった。しかしな

がら、今後の研究では、試合がない場合でも、スキルテ

ストなどを行い、パフォーマンスを評価する必要がある。

しかし一方で、効果がみられた選手もいた。実験群で

は、「動機づけビデオJによりプレテストとポストの各
因子得点が向上、または維持した選手が全体の3分の2

を占めていた(表3)。青年期は、自我が芽生え、アイ

デンティティの形成の時期であり、心理的に不安定であ

る(鈴木・山内、 2005) といわれていることから、実験

群は介入により安定した心理状態を維持し、効果的であっ

たと考えられる(図3参照)。また、実験群において内

省報告の検証をしたところ、各因子を補完するように実

験効果の違いによる内容が明らかになった(表4参照)。

内省報告の内容から、各因子得点、の向上、または維持し

た選手は、練習内容に対する自分自身の明確な目標を持

ち、自分自身のプレイに対してポジテイプな面への気づ

きを高めていた。加えて、肯定的な情動を感じることが

できていた。対照的に、各因子得点が低下した選手は、

練習内容に対する否定的な考え方や、自分自身のプレイ

に対するネガテイプな面への気づきを持ったり、否定的

な情動のみを感じたりしていた。

このように、ビデオに対する考え方には個人差がある。

内省報告(表4)から、選手が考えている良いプレイと

研究者が考えている良いプレイには、認知の相違がある

ことが明らかになった。選手自身に良いプレイを選択さ

せ、編集した「動機づけビデオJを視聴させることで、
より効果を発揮するであろう。つまり、チーム全体に対

する「動機っ・けビデオJはチームスポーツで顕著な効果
が得られるものであり、バドミントンのような個人競技

スポーツでは、個人差やプレイスタイルを踏まえて選手

個人に対して「動機づけビデオjを作製することが、よ

り顕著な「動機づけビデオjの効果を得られるといえる。

また、競技選手を対象としていることから、動機づけな

どの心理的な側面の向上だけではなく、パフォーマンス

評価による検討も行う必要があるo

結論

研究 Iでは、永尾 (2003)の尺度を参考に中学生の

「動機づけビデオjの心理的側面を簡便に測定する尺度

の作成を試みた。その結果、十分な信頼性・妥当性のあ

る簡便な中学生版スポーツ動機づけ尺度を作成すること

ができ、「動機づけビデオjによる介入効果を検証する

ために用いた。

研究Eでは、中学生女子バドミントン選手を対象に、

継続的に「動機づけビデオjを視聴させることによる心

理的効果の検証を行った。その結果、統計的には「動機

づけビデオJの効果を明らかにすることはできなかった
が、選手からの内省報告などから、今後の「動機づけビ

デオ」を用いた研究の手がかりを得ることはできたと考

えられる。
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幼児の身体意識と保育環境との関係

松永 恵 子(県立長崎シーボルト大学)

The relationship between children's body-awareness and 
nurture environments 

Keiko Matsunaga 

Abstract 

Summary: Research was conducted to investigate how children's body-awareness differs according to the 

nurture environments they are provided. 

The findings were as follows: 

1. The drawings of human figures by the children of a day care center were larger on average than those 

by the children of kindergarten. 

2. No difference was seen in recognition of body parts and action words. 

3. In general， total points in physical ability of the children in the day care center were higher than those 

of the children in the kindergarten. 

4. The result of cluster analysis indicated that the two nurture environments had different characteristics 

in total value of body image and body-awareness. 

Key words: body-awareness， body image， body concept， body schema 

I はじめに

幼稚園教育要領(文部科学省、 2000)や保育所保育指

針(厚生労働省、 2003)が改定され、幼児の主体的な活

動を重視することが強調された。しかしながら、数ヶ月

前から運動会で演奏する鼓笛隊や和太鼓などの練習を行

い、英語、パソコンなどが保育内容に盛り込まれるなど、

幼児の自発的な活動と遊離した特定の技能を身につけさ

せるための指導も少なくない。

ところで、幼稚園は幼児を保育し、適当な環境を与え

てその心身の発達を助長することを目的にしており、 1

日の教育時間は4時間を標準としている。保育所は日々

保護者の委託を受けて、保育に欠ける乳幼児を保育する

ことを目的としており、乳幼児が1日の大半を過ごすと

ころである。家庭養育の補完の立場から養護と教育が一

体となって保育が展開され、教育内容は幼稚園と共通的

なものにすることが望ましいとされている。この保育所

は母親の就労状況の変化で、保育ニーズの多様化から延

長保育などの長時間保育が実施され、乳幼児の心身の発

達に何らかの影響を及ぼすのではないかと推察されるo

さて、フロステイツグ (1978、p.29)によれば、身体

意識とは自分自身を環境から独立した人として意識する

ことであり、また環境と相互作用をもちながら、それを

支配する人として意識することであると述べているo こ

の身体意識には身体像一一感じられるままの体、身体概

念一一体の事実に関する知識、身体図式一一姿勢や運動

のために必要な骨格や筋肉を自動的に調整することの3

つの構成要素が含まれるとしているo そして教育を機械

化して多くの技能を強制的に反復させたりすると、自己

意識や他者の意識を発達させることが無視されるように

なると警告している。

身体意識の構成要素のうち身体像の発達過程は身体画

によって推察することができる。身体画に類似したもの

に人物画(高橋、 1991)があり、両者とも全身を描くこ

Siebold Uniuersity 01 Mαgωαki， 1・1・1Mαnabino，N，αgαyo Cho， Nishisonogi Gun， Nagasαki Pref. 851-2125 
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とが同一条件であり、人物画の描画サイズは身体画の描

画面積と同様の意味をもっと考えられるo 従来から人物

画は描画テスト(グッドイナフ、 1978)として採用され、

大きい像は力への願いを、小さい像は劣等感や退行を表

すといわれているが、 3歳から 6歳までの性差や年齢差

および保育環境の特徴に関する研究は少ない。(松永、

1997)また、身体概念の発達過程は身体部位の認知や動

作語の認知によって推察することができるが、研究事例

(近藤、 1971)は少ない。

さて、同じ日本の子どもでありながら、保育に欠ける

乳幼児を長時間保育する保育所と保育時間が4時間を標

準とする幼稚園では、幼児の身体意識にどのような特徴

がみられるのか関心の高いところであるo この幼稚園と

保育所に関する研究は、幼保一元化論(岡田、 1988)を

はじめ数多く研究されている(山崎ほか、 2004)(森上、

2005)が、保育環境と幼児の身体意識に関する研究や身

体意識の発達を概観する研究は少ない。(松永、 1998)

そこで本研究の目的は、幼児を取り巻く社会環境の変

化の中で、幼稚園と保育所の保育環境の違いが、幼児の

身体意識の発達に影響を及ぼすものか検討することで

あるo

E 研究方法

1 .調査対象は表1のとおり、 3歳6ヶ月-6歳5ヶ月

児で幼稚園1048人、保育所911人合計1959人であるo

(保育所の3歳前半と 6歳後半は対象から除外した。)

2.調査方法は身体意識に関する調査を以下のとおり実

施した。

1 )身体像一一体に関するイメージ形成の発達を検討

するために身体画を採用した。「あなたの裸の絵を

頭から足までみんな描いてちょうだいjと担任が教

示してB4判の画用紙に、クレヨン、サインペン、

鉛筆を自由に選んで描かせた。 B4判の画用紙を採

用したのは、保育所などで日常的に子どもたちが使っ

ているためである。事例の身体画は等率に縮小した

ものである。描画得点は身体函の描画部位を頭、首、

胴、腕、手、脚、足の7部位に分類し描けた部位を

I点として数量化したo 描画率は性別、年齢別に描

けた描画部位数を人数で除して算出した。描画面積

は身体画の縦と横の最長を乗じて算出した。

2 )身体概念一一体の事実に関する知識の発達を検討

するために、身体部位認知と動作語認知の調査を行っ

た。①身体部位認知の調査は一人ずつ面接して立位

開眼の姿勢で行った。「あなたの頭はどこですか。

手で触ってくださいJと教示し、肩、胸、腹、背中、
腰、膝、足首、腫、爪先、腕、肘、手首の12部位を

調べた。②動作語認知の調査は、身体部位認知調査

後に「手を振ってくださいJr腰を曲げてくださいJ
「腕を振ってくださいJについて教示し、その反応
の様子を記録した。腰を曲げるは前に曲げる、腕を

振るは肩から振ることを正答とした。

3)身体図式一一骨格の各部分を自動的に調節するこ

とや、筋肉を緊張させたり弛緩させたりすることで、

人間の基本的な身体活動である走、投、跳を選び、

25m走、ソフトポール投げ、立ち幅跳びを測定し5

段階評価(杉原、 1987)を行った。今回は身体像が

主論点のため概観のみとしたo

E 結果

1 .身体像

1 )身体面の事例

図1は年長児クラスの身体画の事例である。①は6歳

5ヶ月女児で、体の内部の見えないものを描く「レント

ゲン描法J(白川、 1999)の絵も 3枚あった。②は5歳
9ヶ月男児で6歳頃の絵には基底線も登場するが、身体

画は非常に小さく描かれていた。③は統合保育を実施し

ている保育所の6歳3ヶ月自閉症男児の絵で、身体部位

の頭、首、肩、脚、手は認知していた。④は6歳0ヶ月

男児で、顔面は描くが頭部のない絵もみられたo⑤は5

歳8ヶ月男児で、腕や脚は描くが線状で筋肉のない絵も

あったo⑥は6歳3ヶ月男児で身体部位の腕や脚は認知

していなかった。⑦は5歳9ヶ月女児で腕は認知してい

表1 調査対象

副司夜、き 3.0-3.5 3.6--3.11 4.0-4.5 4.6-4.11 5.0--5.5 5.6-5.11 6.0--6.5 6.6--6.11 計
幼稚園 10 48 85 135 132 143 72 625 

男児
保育所 15 64 88 116 87 93 59 522 

幼稚闘 9 34 82 131 115 124 61 556 
女児

保育所 16 90 67 74 54 77 42 420 

言十 31 173 237 357 407 417 368 133 2，123 

(運動能力測定時)
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なかった。③は5歳7ヶ月男児で身体部位の胸、腹、背

中、腕は認知できず、頭部から手や足のような線がでて

いた。⑨は5歳4ヶ月男児で身体部位の肩、腰、腹、背

中は認知していたが、胸は認知できなかった。これらの

事例のように様々な身体函が描かれ、身体像の個人差は

著しかったo

2)描画得点

図2は幼児が描いた身体画の各部位を l点として描画

得点、をまとめたものである。一部の年齢を除いて男女と

も加齢に伴い徐々に高得点化したo また、男児より女児

が高得点、で体に関するイメージ形成は良好であった。保

議 令 。 纏
①6捜5ヶ月女児 ②5綾9ヶ月男児 ③6.3ヶ月男児

男 怠
④6歳0ヶ月男児 ⑤5鰻8ヶ月男児 ⑥6歳3ヶ月男児

a曲、

長診 持
⑦5歳9ヶ月女児 ⑥5趣7ヶ月男児 ⑨5歳4ヶ月男児

図1 身体面の事例

1-..幼韓国男児一保育園男児l

育環境別の比較では、男児は幼稚園児が高得点であった

が有意な差は認められなかった。女児は5歳後半の保育

所児が5%水準で有意に高かったが、全体的には両保育

環境とも同様の傾向を示した。

3)描函率

図3は6歳児の身体画の描画率である。首を除いて男

女とも同様な発達傾向を示した。身体部位認知では首は

3歳男児で94%、5歳男児で97%指示できたが、身体面

の描画率は保育所男児50%、幼稚園男児63%に留まった。

4)描画面積

表2はB4判の画用紙に描かれた描画面積である。 5

歳前半までは男女とも幼稚園児よりも、保育所児の描画

面積が大きく、特に男児では4歳代、女児は3歳後半か

ら4歳前半が有意に大きかった。 5歳代からは男女とも

点
7 
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保育環境による有意な差は認められなかった。また、

100 c m 2以下の身体画を描いたのは、幼稚園児1002名中

145名(14.4%)、保育所児858名中145名 (8.7%)であっ

た。

2.身体概念

1 )身体部位の認知

図4は身体部位認知の総得点である。一部の年齢を除

いて男女とも加齢とともに高得点化し、男児より女児が

高得点であった。また、男女とも幼稚閤児より保育所児

が高得点、で4歳前半と 5歳後半では5%水準で有意に保

育所男児が高得点であったo 図5は主な身体部位認知の

発達で、一部の年齢を除いて各部位とも、加齢とともに

認知率は上昇していたが、 6歳前半でも80%に満たない

部位は、肘、腕、膝、手首、足首、爪先、睡で先行例

(近藤、 1999)より低下した。

2)動作語の認知

図6は6歳児の「手を振るj動作で、手首から振るこ

とができたのは幼稚園男児74.3%、女児87.9%であった。

また保育所男児79.7%、女児73.2%であった。その他屑

から腕を振る、肩を上げる、肩を回すなど様々な反応を

示した。「腕を振るJ動作は、肩から腕を振ることがで
きたのは幼稚園男児26.6%、女児24.1%、保育所男児

11.9%、女児11.9%であった。その他に手首から振る、

手首を回す、肩を回すなど様々な反応があった。「腰を

曲げる」動作は、腰を前に曲げることができたのは、幼

稚園男児34.3%、女児38.7%、保育所男児45.8%、女児

35.7%であった。その他に後ろに曲げる、右や左に曲げ

るなど様々な反応があった。保育環境別の比較ではどの

動作も同様の傾向を示した。

3.身体図式

図7は25m走、ソフトボール投げ、立ち幅跳びの各運

動能力の個人の記録を、全国平均値の5段階評価で3種

目合計した得点の平均値を算出したものである。保育環
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図4 身体部位認知の総得点

表2 身体函の描画面積 (cm2) 

州内九州き 3.6~3.11 4.0~4.5 4.6~4.11 5.0~5.5 5.6~5.11 6.0~6.5 

N 7 41 79 127 129 141 

幼稚園 M 353.1 273 364.2 362.3 337.1 310.6 

SO 234.3 175.9 212.9 207.6 200.7 189.7 
男児

N 59 85 109 81 88 57 

保育所 M 424 430.3 435.3 421.8 287.7 306.8 

SO 199.6 191.8 234.6 250.3 191.5 189.1 

t-検定 ※※ ※ 

6印有¥冬M、風理 3.6~3.11 4.0~4.5 4.6~4.11 5.0-5.5 5.6-5.11 6.0-6.5 

N 9 29 81 124 111 124 

幼稚岡 M 213.2 225.8 266 308.5 251 269.5 

SD 203.5 102.7 210.2 187.2 157.1 178~1 
女児

N 84 62 68 51 72 42 

保育所 M 392.1 395.4 323.3 358.2 228.5 274.7 

SO 195 223.7 205.2 191.6 165.8 194.4 

t-検定 ※ ※※ 

t -検定 ※p<O.05 ※※p<O.Ol 
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図5 身体部位認知の発達

1∞ % 境別の比較では男児は5歳まで保育所児が高得点で、 5

80 ー+ー幼稚園男児 歳後半では有意に高かった。女児の4・5歳は保育所児
ーやー幼絵図女児

が高得点であったが、有意な差は認められなかったo60 ..・..保育所男児
-・0・・保育所女児

40 

20 4.クラスタ一分析
。 図8はこれまでの結果を、身体意識の構成要素別に各
手白から.る 周かも鴎葺篠る 調査」ヒげる 周を回す で曹~い

手を撮る 保育環境問の類似性を検討するために、標準化ユークリッ

ド平方距離を非類似度としたクラスター分析(田中、

1984)を、群平均法による階層的手法によって行い、そ

60~ 。 の結果を樹形図として示したものであるo

J-
斗

①は身体像に関するクラスター分析結果で、身体画の

頭、首、胴、腕、手、脚、足の各部位と描画得点および
一一四・Ja---- ム~• L-e'  

描画面積の9項目を分析に用いた。その結果、保育所の回から簡を.晶 宇田から織る 平首豊岡す 厨豊回す その他 で曹怠い

闘を撮る 男女で独自のクラスターを形成していた。幼稚閤男女も

類似性の高い独自のクラスターを形成していた。②は身

体概念に関するクラスター分析結果で、身体部位各12部

60 I 位の認知と総得点の13項目を用いた。その結果、保育所

401 ~二一・.--'-'iI. の男女で独自のクラスターを形成し、それに幼稚園男児

20 I .・.、ミ匹、 一・4匁t が隣接し、幼稚園女児は類似性の低い独自のクラスター

闘に畠げる 後ろに歯げる 有に歯げる 左に曲げる でき~い
を形成した。

思を曲げる ③は身体図式に関するクラスター分析結果で、運動能

図6 動作語認知の実態 (6歳児)
力の25m走、ソフトポール投げ、立ち幅挑ぴの測定値と

3種目を5段階評価した総得点の4項目を分析に用いた。
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身体意識@ ③身体図式②身体概念身体像① 

その結果、保育所男児と幼稚園男児で独自のクラスター

を形成し、一方に保育所女児と幼稚園女児のより類似性

の高いクラスターが形成され、運動能力の発達と同様の

傾向を示した。④は身体意識の構成要素全体に関する分

析結果で、描画得点、描画面積、身体部位認知の総得点、

運動能力総得点の4項目を分析に用いた。その結果、保

育所の男女でひとつのクラスターを形成し、一方により

類似性の高い幼稚園男女のクラスターが形成されたo

クラスター分析

のために不可欠であることを示唆している。そこで今回

は身体意識の構成要素である身体像、身体概念、身体意

識が保育環境によってどのような特徴がみられるか検討

した。

図8

1 .身体像

身体像とは、人聞が環境内の事実に対して、目的に応

じて行動をする際、その都度認知する自分の体、その変

化やイメージである。この身体像の発達過程は、幼児の

描く身体画や日常生活での様々な動きや遊びを観察する

ことによって理解できるo 自分の体についてイメージが

形成されると身体画を描くことができ、幼児の描函にお

ける人間像の発達過程は人に対する概念の発達過程でも

あるo ケロッグ(1998)は子どもが人間を描く発達過程

を、スクリプルから比較的完成に近い人間像まで11段階

に分類している。また、鳥居(1995)は自分のイメージ

で表現する機会が多いと、 3-4歳頃には頭部人間像や

頭足人間像を描き、 4-5歳頃になると頭胴二足人間像

や頭胴二足二手人間像を描けるようになる。そして5-

6歳頃には着衣の人間像が描けるようになると述べてい

察

身体意識は、幼児の心身の調和的な発達を促進させる

ための基本的な条件として重要であるo 身体意識がなけ

れば身体運動が不可能だけでなく、精神的な発達も制限

されるようになる。春日(1990)によれば、身体意識の

発達は新生児期からその後の発達過程に連続している対

人的同期性のメカニズムに大きく依存しているという。

さらにフロステイツグ(1978、p.4)はムープメント教

育をとおして自己意識が高まり、他者意識、空間意識へ

と発展し、それが知的学習の基礎となると述べている。

以上の研究は、身体意識が幼児の心理的・身体的発達

考N 
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る。さらにグリン (1999)は7歳以下の子どもの絵は知っ

ていることを描く知的リアリズムが特徴で、レントゲン

描法がみられると述べている。

そこで、対象児は自分の体をどのようにイメージでき

るか描画率で検討した。その結果、図3のとおり保育所

6歳男児では首の描画率が50%台に留まった。身体部位

認知の調査では保育所3歳男児は首を90%指示できたに

もかかわらず、身体面として描けるだけの身体像が確立

しておらず、身体意識の構成要素に発達の違いがみら

れた。

描画得点、では保育環境別の特徴はみられなかったが、

図lの事例のように年長児でも身体像のイメージ形成に

著しい個人差がみられたo 幼児の描く身体画から体のど

の部位を認知していないのか、身体像の発達過程を推察

することができるo 着衣の人物画を描く機会は、日々の

保育活動や自由な活動の時間に多々あるが、裸の絵を描

くことによって身体部位の認知に留まらず、体の構造や

その働きを理解する動機づけにもなると推察された。

また、勝部ら(1982)は描円面積や発声時間という特

殊な方法で、幼児の遊戯によって得られる心理的な満足

度を測定している。それによれば5歳児が遊戯によって

得られる心理的満足の度合いは運動量と関係しており、

活発で運動量の多い遊戯ほど満足感が高い傾向がみられ

たことを報告しているo 描画面積が運動量に基づく幼児

の心理的満足度と高い関連性があるという勝部らの研究

に基づくと、表2のとおり保育環境別では男女とも 5歳

前半まで保育所児の描画面積が大きかったが、 5歳後半

からはその傾向は認められなかったo 長時間保育によっ

て活動量が多く、運動能力や描画面積に心理的満足度が

反映していると推察されたが、年長児になって描画面積

に保育環境の差がみられなかったことに関しては今後の

検討課題であるo

また、人物画は心理テスト(グッドイナフ、 1976)と

しても利用され、人物画のサイズは通常、被験者と環境

との関係を表し、自尊心、自己拡大の欲求、活動性、感

情状態を示すとしている。高橋(1991)は描画の形式分

析で描画サイズを採用し、 B5判サイズの1/3以下の大

きさの絵を小さいサイズと評価しているo対象児でB4

判の画用紙に100cm2以下の身体面を描いたのは、幼稚

園児14.4%、保育所児8.9%であった。

身体像は個人的特徴、自分自身について感じているこ

と、自分をどのようにみているかという対人知覚などに

よって左右される。特に自分自身を弱小で無意味なもの

と感じるために、自分を非常に小さく描く(フロステイツ

グ、 1978、p.31)場合がある。また、幼児が描画に取り

組むその行為には、認知の発達を助ける促進効果と思考

を促進(グリン、 1996)するといわれている。さらに幼

児にとって絵を描くことは、感情の表現であり生活その

ものを反映させた心の記録(中西、 1994)でもあるので、

身体画に表れた心の表現を受け止め、保育を見直す手が

かりにもなると推察された。

2.身体概念

運動遊びの指導では、「膝を曲げましょうjなどの言

語教示を行うことが多い。基本的な条件として、幼児が

「膝Jという身体部位と、「曲げるJという動作語を理解
していることが前提条件となっている。身体部位認知の

調査では一部の年齢を除いて保育所児の認知が良好であっ

た。これは長時間保育における家庭養育の補完という立

場が充足されている一面であると推察された。しかしな

がら、近藤 (2001)は身体部位認知の発達について、 2

歳で頭、固などの頭部を認知し、 3歳頃に手、足、腹、

尻などが理解され、 6歳で手首、路、爪先など頭部以外

の細かい部分が認知できるとしている。対象児では肘、

腕、手首、足首、腫、爪先などの認知率は80%に満たな

かった。

動作語は5歳児で約100語理解しているといわれてい

るが、「手を振るjという基本的な動作でも、保育所の

3歳後半は30-40%できなかった。このことから、日常

何気なく使われている動作語の認知が不十分であること

が示唆された。「腰を曲げるj動作でも幼児は前後に曲

げたり左右に曲げたり様々に反応した。そこで、「腰を

前に曲げるJなど方向を教示することの重要性が示唆さ
れた。また、「腕を振るJは6歳前半で肩から振ったの
は10-20%台であった。手首から振ったのは50%台であ

り、大人が考える腕の振り方と幼児が考える腕の振り方

には差異がみられたo これらの現状から立ち幅とぴで

「腕を大きく振りましょうJという言語教示だけでは幼
児は十分に力を発揮できないことが判明したo

フロステイツグ(1979、p.35)が指摘しているように、

身体意識は心身の発達のために基本的なもので、幼児に

体に対する情報を与えることによって発達する。そこで、

保育環境にかかわらず、保育者の身体意識に対する関心

と具体的な働きかけが、幼児の体のイメージ形成の発達

を助長し、身体概念に影響を及ぼすと推察された。

3.クラスタ一分析

保育環境と身体意識の関係を検討するために、クラス

ター分析を行いその結果を樹形図にしてその特徴を概観

したo その結果、身体図式については保育環境より運動

能力の性差が影響して、男女独自のクラスターを形成し

ていた。身体像は全体的に保育所児の描画面積が大きく
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保育環境別のクラスターが形成され、保育環境の独自性

がみられた。また、身体意識を包括した項目では、保育

環境別の独自のクラスターが形成され、保育環境によっ

て身体意識に差異が認められた。このように幼児の身体

意識と保育環境は関係が認められた。

V まとめ

幼児の身体意識は保育環境によってどのような特徴が

みられるか検討したo その結果、身体画の描画面積は全

体的に男女とも保育所児が大きかった。また体の事実に

関する知識の発達では、身体部位の認知は一部の年齢を

除いて、男女とも保育所児が高得点であったが、動作語

の認知は保育環境別の比較では同様の傾向を示した。保

育環境と身体意識との関係を明らかにするためにクラス

ター分析を行ったo その結果身体像と身体意識総合に独

自の保育環境別の樹形図が形成され、身体意識と保育環

境の関係が認められた。
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The effect of regular exercise calculated by the formula of 
Brozek et al. in female junior high school students 

Shoji Miyamoto 

(Department of Intemational Cultural Sciences， Faculty of Humanities， Miyazaki Municipal University) 

Abstract 

In this study， we compared the validity of densitometric estimation of the body composition from a two-

compartment model with that of dual-energy x-ray absorptiometry (DXA) and investigated whether changes in 

the body composition after one-year of exercise intervention can be detected similarly by the two methods in regu-

larly exercising female junior high school students. The subjects were 18 regularly exercising female junior high 

school students and 10 controls aged 13-15 years. 

A correlation (r =一0.54，pく0.05)was observed between the mean value for fat-free mass by DXA and the for-

mula of Brozek et a1. and the difference. The correlation between the fat-free mass determined by the DXA 

method and that determined by the densitometric method using the formula of Brozek et a1. was significant (r = 

0.96; pく0.05).After a 1-year intervention， the body mass increased by 5.05 kg (5.14 kg) in the exercise (control) 

group. Of this increase， fat accounted for 2.46 kg (2.45 kg) by the DXA method and 2.62 kg (3.32 kg) by Brozek's 

formula. Bone mineral content (BMC) increased in the exercise group， but not in the control group. Considering 

changes in BMC during the developmental period and due to the exercise load， a slight concern was posed to calcu-

lation of %fat by the formula of Brozek et a1. Thus， errors of measurement of the fat-free mass were small， and 

changes in the fat mass could be estimated accurately， by Brozek's formula in female junior high school students. 

Therefore， improvement of the formula was not needed for regularly exercising female junior high school stu-

dents. 

Key words: Body composition， densitometry， dual energy x-ray absorptiometry， two-compartment model 

1 . Introduction 

The increase in social interest for a higher qual-

ity of life has led to the propagation of many methods 

to measure the body composition for the assessment 

of obesity， weight control， and conditioning. The 

densitometric method based on a two-compartment 

model has been used widely for the assessment of the 

body composition and is regarded as a standard 

method (Friedl et a1.， 1992; Luskaski et a1.， 1985; 

Miyamoto et a1.， 1997; Wellens et a1.， 1992). 

Several formulas have been developed for 

densitometric estimation of the body composition， be・

cause the results are affected by the density of the 2 

compartments of the subjects (Brozek et a1.， 1963; 

Forbes， 1987; Lohman et a1.， 1984; Siri， 1961). The 

formula of Brozek et a1. (1963) is a common method 

for adults. Brozek et a1. (1963) presented a formula 

for adults based on a two-compartment model in 

which the density and the percentage of fat in the 

standard body were assumed to be 1.064 gj cm3 and 

15.3%， respectively， and those in the part of the body 

mass exceeding the standard to be 0.938 gjcm3 and 

73%， respectively. Lohman et a1. (1984) calculated the 

density of the fat-free mass to be 1.084 gjcm3 for chil-

dren before puberty， because their bone mineral con-

Faculty 01 Humαnities， Miyαzaki Municipal University， 1・1・2Funαtsukα， Miyαzαki-shi， Miyαzαki 880・8520
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tent (BMC) is smaller than that in adults， and pre-

pared a formula for the calculation of the body com-

position from this value and a stable fat density of 

0.900 g/cm3
• 

However， densitometric formulas for puberty 

have not been widely accepted， because the fat-free 

part of the body changes rapidly wi th the develop-

ment of bones and musc1es during this period 

(Komiya et al.， 1978; Matsuo， 1993). The develop-

ment of bone mineral density is c10sely related to me-

chanical stress applied to the bone. Frost (1987) 

reported that bone remodeling is accelerated when the 

exercise load exceeds the minimum effective strain of 

the bone. In puberty， the minimum effective strain 

can be obtained by a light exercise load， and exercise 

promotes healthy skeletal development (Miyamoto et 

al.， 1993; Virvidakis et al.， 1990). Since regular exer-

cise during puberty may cause changes in the body 

composition inc1uding the BMC， it is important to 

validate the formula of Bro~ek et al. based on a 2-

compartment model by comparing it with the dual-

energy x-ray absorptiometry (DXA) based on a 3・

compartment model of body fat， BMC， and lean tissue 

mass in adolescents. 

This study was designed to evaluate the validity 

of Bro~ek's formula for the estimation of the body 

composition in comparison with DXA and whether 

changes in the body composition after a 1-year inter-

vention can be assessed similarly by the two methods 

on female junior high school students. 

2. Methods 

2 .1 . Su同ects

The subjects were 18 regularly exercising female 

junior high school students in Miyazaki City. They 

were recruited according to the following 3 condi-

tions: (1) Age 13-15 years; (2) frequency of exercise 

~ 3 times/week， duration of exercise 1.5-3.0 hours/ 

time， the main kinds of exercise inc1ude stretching， 

jogging， basic exercises， and games; and (3) no past 

history of serious diseases. This selection was made 

by teachers who were the supervisors of extracurricu-

lar activities， which were badminton， tennis， and 

handball. The duration of the subjects' involvement 

in these extracurricular activities was 2.1 :t 1.5 years. 

Ten female junior high school students who did not 

exercise regularly were selected as the control group. 

We obtained voluntary consent to enroll in the study 

from the subjects and their parents after explaining 

to them the in ten tion and con ten ts of the study both 

orally and in writing. The Oshikawa Orthopedics 

Review Committee approved this study， and written 

consent was obtained from all subjects. 

2 . 2. Instruments and sites of measurements 

The body composition was measured by DXA 

(DPX， Lunar Inc.) before and after a one-year of ex-

ercise intervention in the radioisotope examination 

facility of an orthopedic c1inic in Miyazaki City. 

Errors of measurements using this instrument were 

within 1% coefficient of variation. 

2 . 3. Items of measurements 

Concerning the morphology， the height (cm) ， 

body mass (kg) (fat mass + BMC + lean tissue mass)， 

body mass index (kg/m2) (BMI) ， fat-free mass (kg) 

(BMC + lean tissue mass) ， and percentage of body fat 

(%) were determined. The body mass， fat-free mass， 

percentage of body fat， and bone mineral density of 

the femoral neck were measured by DXA. From the 

fat mass， BMC， and lean body mass， and on the basis 

of the literature (Forbes et al.， 1953; Keys et al.， 1953; 

Widdowson et al.， 1951)， the fat density， bone density 

and lean tissue density were assumed to be 0.9007， 

2.982， and 1.060 mg/cm3， respectively (Miyamoto et 

al.， 2002). The percentage of body fat， fat mass， 

and fat-free mass were estimated as follows by 

densitometry using the body density. The percentage 

of body fat was calculated by applying the body den-

sity to the formula of Brozek et al. (percentage of 

body fat = (457.0/body density)-414.4). The fat mass 

was calculated by multiplying the body mass by the 

percentage of body fat， and the fat-free mass was cal-

culated by subtracting the fat mass from the body 

mass. The details of measurement of body composi-

tion with DXA have been previously reported 

(Miyamoto et al.， 2002). 

2 . 4. Statistical analyses 

Comparisons between the two groups and analy-

sis of the effect of a one-year of exercise intervention 

were performed by the Student's t-test. Comparisons 
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between the measurement methods were performed 

using the Student's t-test， Pearson's correlation coef-

ficient， and Bland-Altman plot (Bland et al.， 1986). 

The standard error of estimate (SEE) was calculated 

by the formula [(Y -Y')2 /N]o.s ; in which Y is the 

value obtained by DXA， Y' is the value obtained by 

the formula of Brozek et al.， and N is the number of 

samples. The level of significance in these tests was 

p<0.05. 

3. Results 

Table 1 shows the physical characteristics before 

the 1-year exercise intervention. The fat-free mass 

determined by DXA was 33.5 :t 2.4 kg in the exercise 

group and 34.5土 2.7kg in the control group， and 

that determined by the formula of Brozek et al. was 

33.5 :t 2.7 kg and 35.1 :t 3.2 kg， respectively. The per-

centage of body fat estimated by DXA was 24.0 :t 

5.796 in the exercise group and 23.8 :t 5.396 in the con-

trol group， and that estimated by densitometry was 

24.0 :t 4.696 and 22.4 :t 5.696， respectively; the value es-

timated by densitometry was lower in the control 

group. 

Figure 1 shows the values of fat-free mass deter-

mined by DXA and the formula of Brozek et al. using 

the Bland-Altman plot (Bland et al.， 1986). A correla-

tion (r =ー0.54，p<0.05) was observed between the ref-

erence value (mean for fat-free mass by DXA and 

formula of Brozek et al.) and the difference. The cor-

relation between the fat-free mass determined by 

DXA and that estimated by the formula of Brozek et 

al. was significant (r = 0.96; p<0.05， SEE=0.77kg). 

Table 2 compares the body compositions before 

and after the 1-year exercise intervention. The body 

mass gain was 5.05 kg in the exercise group and 5.14 

kg in the control group. The increase in the body fat 

mass， which was the greatest factor in the increase in 

the body mass， was 2.46 kg in the exercise group and 

2.45 kg in the control group by DXA and 2.62 kg and 

3.32 kg， respectively， by the formula of Brozek et al. 

The BMC increased in the exercise group but de-

creased in the control group. The increase in the lean 

tissue mass was 2.49 kg in the exercise group and 2.83 

kg in the control group. 

4. Discussion 

Recently， advanced somatometric techniques 

such as CT， MRI， and DXA have been developed. On 

the other hand， the bioelectrical impedance method 

has also become popular for simple and inexpensive 

measurements of the body fat mass and fat-free mass. 

The validity of measurements by these methods has 

been evaluated by the formula of Brozek et al. based 

on a two-compartment model (Friedl et al.， 1992; 

Luskaski at al.， 1985， Luskaski et al.， 1997， Wellens et 

al.， 1992). However， limitations of densitometric 

methods due to changes in the body composition with 

age have been reported (Mazess et al.， 1990). DXA， 

which was used in this study as a reference method， is 

known to have high precision， because it is a 3・

compartment model capable of measuring changes in 

the BMC and lean tissue mass of the fat-free mass. 

We examined the validity of the percentage of body 

fat calculated by the formula of Brozek et al. based on 

a 2・compartmentmodel given the value obtained by 

DXA with less methodological limitation by the 

Table 1 Characlerislics of exercise and ∞nlrol su同ecls.

Exercise Control 
(n=18) (n=lO) 

Age (y) 14.0土 0.8 14.3土 0.5
Height (cm) 154.1 :t 4.9 156.3 :t 5.0 
Body mass (kg) 44.3士 5.0 45.5 :t 5.2 
Body mass index (kg/m2) 18.6士1.6 18.6土1.6
Fat-free mass by DXA (kg) 33.5 :t 2.4 34.5 :t 2.7 
Fat-free mass by densitometry (kg) 33.5土 2.7 35.1土 3.2
Percentage of body fat by DXA (%) 24.0土 5.7 23.8 :t 5.3 
Percentage of body fat 24.0 :t 4.6 22.4土 5.6
by densitometry (%) 

All data are expressed as mean土 SD.DXA， dua1 energy X-ray absorptiometry. 
densitometry， the Cormula of Bro~ek et a1.: body fat :::: (457.0jbody density) -414.4 
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Table 2 Body composition data before and after the 1 year intervention. 

Exercise Control 
(n= 18) (n= 10) 

Body mass (kg) Before 44.3 :t 5.0 45.5土 5.2
After 49.4 :t 7.0 50.7土 4.3

Fat mass by DXA (kg) Before 10.86 :t 3.50 11.05 :t 3.11 
After 13.32 :t 4.21 13.50 :t 3.54 

Fat mass Before 10.82 :t 3.03 10.39土 3.04
by densitometry (kg) After 13.44土 4.61 13.71 :t 3.25 
Bone mineral content (kg) Before 1.89 :t 0.28 2.14土 0.32

After 1.98土 0.31* 2.00 :t 0.27・
Lean tissue mass (kg) Before 31.58土 2.25 32.32 :t 2.41 

After 34.07 :t 3.67 35.15土 3.07
Bone mineral density Before 0.93 :t 0.09 1.03士 0.10
of femoral neck (g/cm2) After 0.95 :t 0.13* 0.92 :t 0.10・
Body density (g/cm3) Before 1.044 :t 0.010 1.048 :t 0.013 

After 1.039土 0.012・ 1.038 :t 0.010・
All data are expressed as mean土 SD. DXA， dual energy X-ray absorptiometry. 
densitometry， the formula of Brotek et al.: body fat '" (457.0jbody density) -414.4 
・Signifi但 ntlydifferent， P<O.05. 

subject's age. The subjects were regularly exercising 

female junior high school students. 

In this study， a correlation (r =一0.54，pく0.05)

was observed between the mean value for fat-free 

mass by DXA and the formula of Brozek et al. (1963) 

and the difference. Results showed the validity of the 

formula of Brozek was inferior to that of DXA. In 

the equations for estimating percentage of body fat 

from densitometry， a formula for pre-puberty chil-

dren and a formula for elderly people are made be-

sides a formula for adults. The densitometry method 

is related to density and closeness of lean body 

including bone mineral content. From the results in 

figure 1， the Bland-Altman plot is great1y influenced 

by five junior high students of the left (r=0.54). As 

for these subjects， we can assume that their body 

composition is similar to that of pre-puberty children 

because their fat-free mass is light. One of the prob-

lems in this research is the small number of the sub-

jects， but this research has found a non-age influenced 

part in the body composition of female junior high 

school students. 

Lohman et al. (1984) presented a formula for the 

calculation of the body composition in pre-pubescent 
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children， because densitometry is affected by the bone 

mineral density. In this study， the bone mineral den-

sity of the femoral neck in regularly exercising fe-

male junior high school students was 0.93土 0.09

gjcm2
• This value was 94% of one value in females 

aged 20-24 years (Orimo et al.， 1996). Although the 

BMC accounts for only 6.0% of the lean tissue mass in 

female junior high school students， the bone mineral 

density was suggested to affect the estimation of the 

percentage of body fat by the formula of Bro主eket al. 

However， the SEE between the fat-free mass esti-

mated by the formula of Brozek et al. and that deter-

mined by DXA was 0.77 kg， which is much smaller 

than the data provided by Van ltallie et al. (1985). 

Therefore， the accuracy of estimation of the fat-free 

mass using the formula of Brozek et al. was judged 

from the SEE to be acceptable in female junior high 

school students. 

Next， according to Lohman et al. (1984)， there 

are 3 conditions for the formula of Brozek et al. to be 

valid， one of them being the individual being assessed 

differs from a “standard reference individual，" upon 

which a given equation is based， only in the amount of 

depot fat possessed. Brozek et al. (1963) overfed 10 

healthy males for 6 months and calculated the density 

of the increased mass to be 0.948 gjcm3 and the per-

centage of fat to be 64%. In this study， the body mass 

of the exercise (control) group increased by 5.05 kg 

(5.14 kg) after a l-year exercise intervention. Of this 

increase， fat accounted for 2.46 kg (2.45 kg) by DXA 

and 2.62 kg (3.32 kg) by densitometry. As shown in 

Table 2， BMC increased in the exercise group， but not 

in the control group. 

The percentage of the increase in the mass occu-

pied by fat was smaller in the female junior high 

school students than in adult females， and changes in 

the fat mass could be detected similarly by the two 

methods. Thus， changes in the percent of body fat 

were shown to be accurately estimated by the formula 

of Brozek et al. In this study， however， the percent of 

body fat was 24.0 :t 5.7% in the exercise group and 

23.8 :t 5.3% in the control group in the female junior 

high school students. The percent of body fat in pu-

bescent females is distributed in a range of 20-25% in 

Japanese (Kitagawa， 1988; Tahara， 1993) and 20-28% 

in other races (Harsha et al.， 1978; Nielsen et al.， 1993; 

Parizkova et al.， 1961; Slaughter， 1984). The percent 

of body fat in our subjects was slight1y higher than 

the average but was in the normal range. 

Considering changes in BMC during the develop-

mental period and due to the exercise load， a slight 

concern was posed in the calculation of %fat by the 

formula of Brozek et al. DXA was originally con-

firmed by hydrodensitometry; thus， the %fat values 

obtained by DXA and the formula of Brozek et al. are 

correlated， but the formula of Brozek et al. was sug-

gested to accurately determine exercise-induced 

changes. 

In conclusion， the validity of estimation of the 

fat-free mass using the formula of Brozek et al. in 

regularly exercising female junior high school stu-

dents was inferior to that by DXA， but its errors 

were considered to be in a tolerable range. After a 1-

year exercise intervention， changes in the body fat 

mass could be accurately estimated by the formula of 

Brozek et al. as well as by DXA. These results sug-

gest that it is unnecessary to use a formula for 

densitometric calculation of the body composition for 

regularly exercising female junior high school stu-

dents. However， as the BMC of female junior high 

school students is stil1 in the process of maturation， 

errors of the values obtained by densitometry based 

on a 2・compartmentmodel need further evaluation. 
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メディアとしてのスポーツ研究の可能性

山 本 教 人(九州大学健康科学センター)

Possibility of sports study as a media 

Norihito Yamamoto 

はじめに

九州体育・スポーツ学会第54回大会では、「スポーツ

とメディアについて考えるjをテーマに全体シンポジウ

ムが開催されたo シンポジストの一人として登壇した私

に与えられた課題は、スポーツのメディア・バリューの

上昇に伴い生起している、 1)rスポーツの公共性Jの
危機、 2)スポーツ文化における「中心Jと「周縁Jの
構造発生、 3)スポーツにおける「身体性の脱落Jの諸
問題をどのように捉えるかであった(根上、 2005)。

当日の報告の内容を、マスメディア、特にローカル・

メディアとスポーツの関係といった視点から整理し直し、

「コミュニケーション・メディアとしてのスポーツj研

究の可能性を示唆してみた ¥;¥0

1 .メディアとスポーツの相互依存関係

メディアとスポーツの関係を「恋愛結婚Jにたとえて
表現する者がいる (Coakley、1998)ように、両者は相

互に依存する関係をこれまで形成してきた。たとえば、

我が国の多くのメディア産業にとってスポーツは、自社

が企画する文化事業であり、かつ報道の内容である。一

方スポーツは、マスメディア、とりわけテレビの普及が

なかったなら、今日のように我々の生活の重要な部分に

はなり得なかっただろう o

このような相互依存関係にも関わらず、メディアはし

ばしば、「本当のスポーツを伝えていない」、「スポーツ

報道にはイデオロギー的な偏向があるJと手厳しく批判
されてきた。たとえば飯田 (2002)は、シドニーオリン

ピック新聞報道の内容分析から、報道は性に相応しい種

目に偏っており、しかも女性の活躍を過小評価していた

と述べている。

メディア・メッセージのイデオロギー批判を目的とす

るこの種の研究の意義を過小に評価してはならないが、

その限界も認識しておかなくてはならない。まずひとつ

めの限界は、寅任の所在に関わっている。メディアによっ

て再生産されるスポーツ・イメージは、社会において好

んで受け入れられているイメージであるo したがって、

好まれたイメージに沿って対象を表象する企業体として

のメディアの戦略は、十分に合理的だといえる。女性競

技者のメディア・イメージが偏向しているとすれば、そ

の責任はスポーツ関係者こそが負わなければならないの

かもしれない。

ふたつめの限界は、「本質主義Jをめぐる問題であるo

「本当のスポーツJ、「正しい女性スポーツ像Jなどの普
遍的なスポーツ・イメージは、一体どこに存在するのだ

ろうか。「スポーツとは、何々であるJとの定義は、定
義を下す個人が身を置く集団や組織の利害関係を反映し

ている。メディアに携わる人であれば、利益の創出、公

的サービスの提供、自らの信用の形成などの関心に基づ

きスポーツを定義するだろう o 一方スポーツ関係者は、

健康教育や道徳教育的観点からのスポーツの定義を好む

かもしれない。

再度、メディアとスポーツは相互依存関係にあるo し

たがって両者は、互いの利害関心に止まり批判し合うの

ではなく、よりよい関係形成へ向けた対話を始めなくて

はならない。以下では「スポーツのメディア性Jに焦点
をあて、新たな関係形成に向けた議論の第一歩を踏み出

してみたい。

2.メディアとしてのスポーツ

近年、国際的、全国的なゲームをゲームが行われてい

る当の会場ではなく、学校や近くの商業施設などで大型

モニタやスクリーンを見ながら応援している観衆の姿を

よく目にする。こうしたスポーツ観戦の新たな形態は、

Institute 01 Health Science， Kyushu Uniuersity， 1， K，αsugαkoen 6 chome， K，αsugα-shi， Fukuokα816・8580
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「パブリック・ビューイングJと一般に呼ばれている。
テレビやラジオ、そして近年ではインターネットを介し

て個別に観戦可能な環境にありながら、あえて公的な環

境において大勢でのスポーツ観戦を好む人々の事例は、

スポーツが新聞、テレビ、インターネットといった、一

般にいわれるメディアの内容であるばかりでなく、それ

自体人とひととを媒介し結びつける「コミュニケーショ

ン・メディアJであることを示しているように思われる。
ところで、かつてマーシャル・マクルーハン (1987)

は、メディア研究において重要なのはその「内容Jでは
なく、メディアの技術や受容といった「形式」の変化が

与える「効果」であると論じた。彼の意図したことは、

「メディアはメッセージであるJという有名なフレーズ
に凝縮されているが、これは、いかなるメディアであれ

いったん導入されれば、人間の思考様式を変え、我々の

社会、人間関係、感性に何らかの変化を引き起こさずに

はいないという意味である。それでは、メディアとして

のスポーツは、現代社会やそこに住む人々に対して一体

何をもたらしてくれるのだろうか。

3 .高度情報化社会におけるコミュニケーション問

題とスポーツ

「高度情報化社会jという現代社会の性格づけに、異

を唱える者はいないだろう o グローパルな双方向の情報

技術は、世界の片隅で生じた出来事についてのほとんど

タイムラグのない情報入手と、「いま、ここJにしかな
い情報の全世界へと向けての発信とを我々に可能にした。

だが、こうした高度情報環境の出現は、皮肉にもあらゆ

る物事に対する人々の信頼感や現実感を希薄化させ、現

代人のアイデンティティを寄る辺ないものとし、人とひ

ととの直接的なコミュニケーションの崩壊を引き起こし

ていると問題祝されている。こうした社会にあってメディ

アとしてのスポーツは、「情動的なコミュニケーションj

を介して集団のメンバー聞に多様な関係を生み出すこと

で、彼らに「実存の感覚」をもたらしているように見え

るo 現代社会においてスポーツが重要なのは、それが以

上のような独特のメディア性を有しているからである。

メディアとスポーツの対話を活性化するには、まずこ

うしたスポーツのメディア特性をお互いが正しく理解し、

スポーツが現代社会やそこに生活している人々に対して

有する意義や可能性を、ローカルな環境から考えていく

ことが重要ではなかろうか。

4.メディアとスポーツの新たな関係

最後に、先に示したメディアとスポーツをめぐる 3つ

の問題に対して、ローカル・メディアとスポーツの関係

という視点から若干の議論を展開しておこう。

1) rスポーツの公共性Jの危機
スポーツは、非常に公共性の高い文化として認識され

ている。競技場や体育館建設に対して公的資金の投入が

正当化されるのも、あるプロ球団に公的な競技場の使用

が優先的に認められるのも、スポーツのもつ公的性格故

であるo それにしても、「スポーツの公共性Jの根拠と
は一体何だろうか。ひとつの可能な回答は、スポーツが

「する、極める、見る、支えるJといった多様な参与形
態により人とひととを瞬時に結びつけ、交流を促し、彼

らの住まう地域の活性化に貢献し得るからではないだろ

うか。こういう風に考えれば、これまで様々なスポーツ・

イベントの企画、協賛、報道を通じて地域社会における

スポーツの公共性を保証し拡張してきたローカル・メディ

アの功績は高く評価されなければならないし、今後も地

域に密着したスポーツ・イベントの企画、報道がより一

層望まれるo

なお、「ユニバーサル・アクセス権J問題として知ら
れている、 CSデジタル放送、 CATV、PPVチャンネル

によるスポーツ放映権の独占が引き起こすグローパルな

問題は、「見るスポーツjに関わる公共性の侵害である。

私見では、ユニバーサル・アクセス権は、「人気スポー

ツに対するすべての人々のアクセス権jという側面と、

「全世界に存在している様々なスポーツへのアクセス権J
という側面から理解されなければならない。つまり有料

放送は、批判されているように人気種目の放送を視聴す

る権利を一部の人々から奪ってしまうが、同時に多様な

スポーツ種目の視聴を、たとえお金を払ってくれた人だ

けにではあるにせよ保証しているという側面も見なけれ

ばならないように思う。

2)スポーツ文化における「中心」と「周縁」の

構造発生

この問題に関わり記憶に新しいのは、 IOCが2005年

7月8日の総会で、 2012年ロンドン夏季五輪から、野球

とソフトポール競技を外す決定を下したという話題であ

る。スポーツのますますのメディア依存は、より多くの

人々に注目される種目とそうでない種目聞にこうした格

差を生みだし、スポーツ文化の発展にマイナス効果をも

たらすとの危倶はよく理解できるo しかしながら、たと

えば先のIOC決定が、この国の野球人気にどれほどの

かげりをもたらしたといえるだろうか。プロ野球人気に

衰えは見えず、毎年春夏に行われる高校野球に対する国

民の関心も依然、として高い水準のままである。そればか

りか、石毛宏典が社長を務める「四国アイランドリーグJ、
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野茂英雄を理事長とする rNOMOベースボールクラプJ、
萩本欽ーが監督の「茨城ゴールデンゴールズJ、それに
定岡正二が地元鹿児島で指揮を執る「ホワトウェープJ

など近年における地域を核にした野球の盛り上がりは、

グローパルなメディア戦略とは異なるレベルでの、つま

り、地域社会に密着したメディア・スポーツの展開方略

があることを予想させる。

3)スポーツにおける「身体性の脱落」

サイパースペースへの引きこもりが原因だとされる事

件が、毎日のように報道されている。高度情報化社会に

おける「身体性の脱落Jは、このような観点から今日大
変問題視されているo しかしスポーツにおいては、「身

体性の希求Jととれるような現象が生じてもいる。たと
えば、テレビやラジオはもちろん、近年ではインターネッ

トを通じて野球観戦が可能な環境にありながら、ほぼ毎

試合3万人を超える観衆が「福岡Yahoo!JAPANドー

ムJに足を運んでいる。また、大型スクリーン前で「ニッ
ポン代表Jのユニフォームを身にまとい、顔に「日の丸J
をペイントして応援したところで、選手に声援が届くわ

けでも、試合結果を左右できるわけでもないことは十分

に知っていながら、パプリック・ビューイングはますま

す広がりを見せている。社会全体が仕組みとして身体性

の脱落を加速化させる中、スポーツはそれとは反対のベ

クトルで人々の関心を引きつけているのではなかろうか。

そうだとすれば、現代社会におけるスポーツは、「勝つ

た、負けたJに収般させてはならない意味を携えた社会
現象として現前していることになるo

以上を総括すれば、メディアとスポーツ研究は今、

「コミュニケーション・メディアとしてのスポーツJと
いう方向への新たな展開可能性を指し示しているように

見える。

付記

本研究は、平成16・17年度独立行政法人日本学術振興会科学研

究費補助金(基盤研究 (C))、課題番号:16500411、研究代表者:

山本教人)の交付を受けて行われた。
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九州体育・スポーツ学会事務局ニュース(平成18年度第1号)

June 2006 九州体育・スポーツ学会

1 . 平成18年度 九州体育・スポーツ学会第55回大会について

平成18年度九州体育・スポーツ学会第55回大会へのご案内とお知らせ(第4報)

平成18年度九州体育・スポーツ学会第55回大会は、平成18年9月2日(土) 3日(日)の両日、佐賀大学で開催され

ます。

く学会大会に関するお知らせ〉

1 .発表申込み期限の延長について

九州体育・スポーツ学会第55回大会(佐賀大会)の発表申込みはすでに、 5月31日で締め切られましたが、大会本

部と学会本部の協議の結果、 6月20日まで延長することになりました。会員の皆様の発表申込みをお待ちしており

ます。

2.学会大会のプログラムについて

九州体育・スポ}ツ学会第55回大会(佐賀大会)のプログラムは、 7月中にはホームページ上で公開されます。

なお、(社)日本体育学会では第56回大会から従来の大会号の書式を大幅に変更し簡素な大会予稿集になっているこ

とは多くの方がご存じのことと思います。九州体育・スポーツ学会においても、大会号(18年度から発表要旨 [585字

以内]となっています)の書式が昨年度まで異なっています。また、発表抄録(発表後)は、会員の皆様に学会大会当

日までに原稿と MS-WORDのファイル(要旨作成要領を参照)を提出していただき、抄録を機関誌『九州体育・スポー

ツ学研究j第21巻1号に掲載することになっています。詳しくは、佐賀大学の第55回大会事務局から配布された大会要

項をご覧下さい。

平成18年6月1日 第55回大会委員長日高敬児

ll.九州体育・スポーツ学会ホームページの開設について(お知らせ)

九州大学健康科学センターの山本教人先生のご尽力で、 4月1日より本学会のホームページが立ち上がりました。以

下のURLにて、ご覧下さい。今後、本学会に関する様々な情報を順次アップいたしますので、ご活用下さい。なお、

目下ホームページの開設やその更新は、試行的な運用の範囲です。詳細は、今年度の学会大会時の総会にてご報告申し

上げます。

九州体育・スポーツ学会総務委員会

九州体育・スポーツ学会公式ホームページURL

http://www.noriyam.atnifty.com/ーhomejQ-taispo jindex.h tml 
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Ill.会員の e-mailアドレス(携帯アドレスを除く)情報登録のお願い

事務局に e-mailアドレスをご登録いただいている会貝の皆様には、速やかにニュース原稿をお届けしています。こ

のことは、事務局による試験的な実施です。事務局に登録された会員宛e-mailアドレスへは、 BCC(Blind Carbon 

Copy)で配信しております。現在約会員数520名に対し、事務局に e-mailアドレスをご登録いただいているのは、約

200名の会員です。今後登録会員数を大幅に増加させたいと考えています。なお、将来的には紙媒体での郵送による事

務局ニュースの配布を取り止め、 e-mailによるニュースのお知らせとホームページ上でのニュース記事の閲覧へと順

次切り替えてまいります。現在、 e-mailによる事務局ニュースが配信されていない方は、事務局庶務担当理事

(hiroakis@fukuoka-edu.ac.jp)まで e-mailにてお知らせ下さい。詳しくは、今年度総会にてお知らせ致します。ご意

見等がございましたら、事務局長あるいは、庶務担当理事までお知らせ下さい。

N.九州体育・スポーツ学研究第21巻 第2号への投稿について

九州体育・スポーツ研究第21巻第2号の投稿締め切り日は、平成18年9月30日必着とします。原稿送付先は8月31

日までに送付される方は福岡教育大学の学会事務局(福岡教育大学 保健体育講座)です。原稿は、干81ト4192 宗像

市赤間文教町1-1 福岡教育大学保健体育講座気付「九州体育・スポーツ学会事務局長 照屋博行j宛にお送り下

さい。 9月l日からは、事務局移転のため、次期事務局「干860-0862 熊本市黒髪2-40-1 熊本大学教育学部則元

志郎先生研究室内 九州体育・スポーツ学会事務局J宛にお送り下さい。投稿は、年聞を通じて受け付けています。投
稿原稿送付先が事務局移転に伴い変わりますのでご注意下さい。会員の皆様には、投稿のご準備をお願いいたします。

v. r九州体育・スポーツ学会50年史』のご購入について(事務局よりお願い)
f九州体育・スポーツ学会50年史jを、会員の皆様に購入いただきたく再度ご案内申し上げます。理事会・総会で一

冊1，500円(郵送料340円)の価格が決まりました。また、事務局に残部のある40年史と合わせて、『九州体育・スポー

ツ学会50年史j及び『九州体育・スポーツ学会40年史jのセットの価格で2，000円(郵送料450円)でご購入いただけま

す。郵便振替にて価格と郵送料を合計した金額 (50年史の場合は1，840円、セットの場合は2，450円)を郵便振替でご送

金いただければ、郵送いたします。同封の郵便振替払込取扱票をお使いになると、払込手数料がいりません。

郵便振替口座 01970-4-26460 (左記の口座記号・口座番号を右詰でご記入下さい。)

加入者名: 九州体育・スポーツ学会

(40年史あるいは50年史購入希望の旨を通信欄にご記入下さい。)

事務局長照屋博行

VI.平成18年度会費納入のお願い(郵便振替で会費納入されている方)

平成18年度九州体育・スポーツ学会年会費5，000円を下記の郵便振替口座へ振り込み願います。今回、会費納入のお

願いをしている会員は、通常、郵便振替にて納入されている方です。同封の郵便振替払込取扱票をお使いになると、払

込手数料がいりません。 50年史のご購入代金と合わせて、年会費を払い込みの場合は、その旨通信欄にお書き下さい。

( (社)日本体育学会の九州支部に所属され、支部会費を本部会費と同時にご指定の銀行口座から引き落とし手続きを

されている会員を除きます。)なお、行き違いの際は、ご容赦下さい。

郵便振替口座 01970-4-26460 (左記の口座記号・口座番号を右詰でご記入下さい。)

加入者名: 九州体育・スポーツ学会

但し、次の会員は、会費納入の手続きは必要ありません。
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(1) 名誉会員の方

(2) 日本本体育学会会員で、既に会費納入のため銀行口座からの自動引き落としの手続きをされている方。

(3) 大学院の学生で、すでに2年分の会費を納入した方。学生会員は、入会時に年度会費5，000円を納入していただい

ています。これは、学生会員の年度会費2年分です。学生会員は、 2年間を原則としています。従って、 2年を過ぎ

ると学生会員の資格を失いますので、博士課程に進学された学生会員は、一般会員(年会費5，000円)となります。

尚、ご不明な点は、九州体育・スポーツ学会事務局へファックスでお知らせ下さい。

VII.昨年、学生会員として入会され、今年度で学生会員の資格2年目の方へのご連絡

昨年、学生会員として入会され、今年度で学生会員2年目の方は、 18年度会費納入の必要がありません(初年度に2

年分納入されています。)0 (社)日本体育学会から銀行・郵便局口座引き落としにて会費を納入されている方は、超過

納入されることになりますので、超過分を返金しています。その場合、事務局まで、ご氏名・所属(所属大学院)をファッ

クスでお知らせ下さい。納入状況を当方で調べまして、返金手続きを行います。

九州体育・スポーツ学会事務局

干81ト4192 福岡県宗像市赤間文教町1-1 福岡教育大学

保健体育講座内九州体育・スポーツ学会事務局

事務局長照屋博行研究室

Tel. 0940-35-1457 FAX 0940-35-1709 

E-mail hiroteru@fukuoka-edu.ac.jp 



編集後記-

本学会誌は、年2回の発刊となって今回2年目を迎え、 20巻2号の発刊となりました。原著論文はないながら

も4編の掲載で、従来の「研究資料J(2編)などに加え「実践研究Jr研究上の問題提起」など新たな展開を模
索するものです。

ところで、編集委員会の方針としている「総説Jは掲載できませんでした。が、個人的には、九州でも大学院
を有する大学が増えているなか、その学位論文の位置づけを本学会誌の「総説Jで行うことは、投稿と言う形で
出来ないものかと思ったりしています。若手の投稿の場としても機能して欲しいものですし、地方からの情報発

信を担う場でもありますが、数多ある査読誌のなかで生き残っていかなければなりません。何かと英文誌や邦文

でも全国誌に目が向きやすいご時勢ながら、地方誌の特徴について知恵を絞らなければと編集委員になって思う

昨今です。ふと、本会誌が9月にある学会だけでなく九州全体の教育・研究上における情報交換の場としても、

共通の土俵を提供出来ないか?など、如何でしょうか。無論、具体的な取り組みは、九州各地における会員の

方々の声をもとに編集委員会で議論すべき事かも知れません。

些少ながら編集委員として関わる中で、普段思慮していることを書いてしまいましたが、悪しからず、ご寛恕

下さい。
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